
学校目標　「ふるさと古座川を愛し、心豊かにたくましく生きる児童の育成」 

明神大運動会 

今年から春開催となったものの、子ども達は、体が暑さに慣れておらず、心

が折れそうになりながらも練習を続けてきました。幸い、当日は過ごしやすい

天候の下、最後まで集中した演技・競技を見せてくれました。 

 
特に、一輪車では、全員で手をつなぐワザを成功させるなど、練習の成果を

発揮するとともに、「成功させてやる」との意気込みが表情に出ていました。

これまでこけた分、技術も気持ちも鍛えられたのだと実感しました。また、徒

競走やリレーの練習では、途中で抜かれるとあきらめるシーンが時々ありまし

た。しかし、徐々に少なくなり、当日は、一度抜かれても再び追い上げるシー

ンに『たくましさ』を感じました。まさに、運動会は体だけでなく、心を強く

する行事だと断言できます。 

 
このように盛り上がることができたのは、競技にも参加いただいた保護者の方、会場や用具の準備もしてくれた中学生、

テントや一般種目を用意していただいた地域の方々のおかげであります。何より、競技している人を、観ているみんなが声

援している姿に、『明神大運動会』と呼びたいと思いました。ありがとうございました。 
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 どうして『あいさつ』をするのでしょうか？　 

「あいさつをすると気持ちがいいから」、「社会では当たり前だから」、確かにそうですよね。 
 
 ところで、「挨拶」の漢字には、こんな意味があります。 

あいさつ

　　　「挨」・・・背中を押す 

　　　「拶」・・・心を開く、心に近づく 

　つまり、あいさつとは、自分から心を開き、相手の心に近づいて背中を押すということです。　
 

 
  社会では、人は一人で生きていくことはできません。誰かと関わり、時にはトラブルを経験し、乗り越え
て人間関係を築いていかなければなりません。そんな中、挨拶をするということは、自分から心を開き、
相手の力になることが、社会では当たり前だと言っているのだと思います。

苗植え 
　先日の田植えに続き、学校では花や野菜・芋
などの苗を植えました。植物と言えども生き物
を育てる意義は大きく、やがて、その命を頂く
ことへの感
謝を感じて
ほしいと思
っ て い ま
す。 

            
 

　１日（木） 中学年交流会 

　２日（金） 低学年交流会 

  ５日（月） 修学旅行説明会 

  ７日（水） プール水泳 

  ８日（木） 研究授業（２年） 

  ９日（金） ひまわり学級交流会 

１４日（水） プール水泳 

１５日（木） かがやき塾 

１９日（月）第２回学校運営協議会 

２７日（火）修学旅行（５･６年） 

交通安全教室 
　子ども達には、自転車事故の DVD が衝撃的で、
ヘルメットの重要性を感じたと思います。また、横
断歩道での『サイン＋サンクス運動』を習慣として
使ってほ
しいと思
います。


